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今年は広島・長崎の被爆から７５年。４月にはＮＰＴ（核不拡散条約）再
検討会議と原水爆禁止世界大会がニューヨークで開催されます。核兵器廃絶
の転機の年、その最初のステップが２月 28 日～３月１日に静岡で開催され
る「ビキニデー」集会です。１９４５年３月１日のビキニ事件から６６年。 
この事件をきっかけに原水爆禁止の国民的運動が広がり、今日に続く原水

爆禁止運動になりました。 
２０１７年７月に採択された核兵器禁止条約は現在３４カ国が批准し、８

０カ国が署名をしています。５０か国の批准による条約発効は時間の問題と 
言われています。アメリカなど核保有国は「安
全保障を損なう」と言って条約に反対をしてい
ます。唯一の戦争被爆国日本政府はアメリカの
「核の傘」に依存し、禁止条約に背を向けてい
ます。しかし禁止条約の調印・批准を求める自
治体の意見書採択は全国４２４に広がり、岡山
県でも２７自治体の全首長がヒバクシャ署名
に賛同されるなど運動は広がっています。 

 

被爆の実相を考えることって、真正面から「命」に向き合うことだと感じまし
た。原爆で奪われていく、無差別に、大量に奪われていく命。心の追いつかない
ままに家族の死に直面してしまう。自分に置き換えて考えると涙があふれてき
ました。あの日たくさんの人が、そこにいた人数分だけ、命が削り取られていっ
た。死体の山の光景はとても想像することはできないです。被爆した一人一人
の記録を丁寧に何回も読み込んでいきます。一人でも多くの人に伝えられるよ
うに。（写真・右 講義のあと４つのグループで討論 1/10） 

県学習協（原水協協賛）の核ＺＥＲＯ講座第１回が１月１０日に
行われ、４月のＮＹ行動に参加する１０人を含め３０人が参加し
ました。この日は「８月６日・ヒロシマー被爆の実相」でした。 
次回は１月２４日「８月９日―ナガサキ―被爆の実相」です。 
 

年明け早々・備前市役所から
「ヒバクシャ国際署名」１５４
筆が県原水協事務所に届きま
した。首長写真のご協力のお礼
とともに署名のお願いをして
いたものです。 
このほか津山市、
奈義町、早島町、
瀬戸内市からも
いただきました。 

岡山県労会議は結成３０年を祝う集い
を１月１３日、岡山市内で開催しまし
た。三上議長は「格差と貧困の拡大、非
正規労働者４割という状況のもと労働
組合の役割が重要になっている。組織を
増やし期待に応えたい」と挨拶。原水協
をはじめ政党・民主団体、傘下労組から
７０人が出席しました。 

岡山県原水協は歴史的な節目の今年の３・１ビキニデー集
会に全県・地域、組織から３０名の参加をめざして呼びかけ
ています。参加の基本は２月２９日、日本原水協集会・分科
会から３月１日、久保山愛吉さん墓前平和行進と３・１ビキ
ニデー集会です。２８日の国際交流会議、２９日午前の東富
士基地ウオッチングも受け付けます。 

ビキニデーの日程 
2/29 13:00-日本原水協全国集会 

    15:30-日本原水協分科会 

   （静岡グランシップホール） 

3/1   9:15-久保山愛吉墓前行進 

    13:00-３・１ビキニデー集会 

    （焼津市文化センター） 


